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ＩＴに触れてみよう
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　このごろ新聞に「ＩＴ」の文字が載らない日はないほど、「ＩＴ」は盛んに話題にされています。ＩＴ革命、ＩＴ産業、さらにはＩＴ不況、とＩＴがらみのいろんな言葉も生まれています。今さら言うまでもないことでしょうが、ＩＴとはInformation Technology（情報技術、情報工学）の頭文字を連ねたものです。コンピューターやそれに関連する機器がネットワークで結ばれ、相互に情報をやりとりすることがこの技術の核心です。

「ＩＴ」の文字が一般紙でも目立つようになったのは、ここ２～３年のことですが、これはＩＴ（アイティー）という呼称が使われるようになったのが最近だというだけで、技術そのものはコンピューターの出現以来ずっと進んできたものですし、すでに私たちもその恩恵を受けてきたものです。

　「私はＩＴなんて使ってないよ。」とおっしゃる方もいるかもしれません。でも、ＪＲの指定席券や航空券の予約購入システムは、無数のコンピューターがオンライン（ほぼ同時に情報のやりとりができる状態）でつながれたＩＴ技術の代表選手です。ただ、これらは自分が端末を触るのではなくて、旅行会社などで窓口に依頼して、実際に端末機を操作するのは担当者ですね。より直接的にＩＴに触れている例としては、銀行や郵便局の現金自動受払機（ＡＴＭ）があります。また、携帯電話もそうですね。特に音声の通話だけでなく、文字や画像の情報を携帯電話から取り出すことも普通に行われるようになっているのは、まさにいわゆるＩＴらしい使われ方といえます。

　誰もが知らぬ間にＩＴ技術を使っているのです。それならば、なぜ最近ことさらに「ＩＴ」と騒ぐのでしょう。また、あえて「ＩＴ講習」といったものが企画されるのでしょう。「講習なんか受けなくったって使える機械や仕組みを作るのが技術というもんじゃないのか」という批判が聞こえてきそうですね。それはそのとおりで、そうした技術は目覚しく進歩しています。キーボードを打たなくても音声などで情報を入力できるようになるのはそんなに遠くないかも知れません。そこをあえて「ＩＴに触れてみよう」とお勧めするのは、一つには、日常会話で交わされるようなやりとりでコンピューターに情報を伝えることができるまでには今しばらくかかりそうだということがあります。しかし、もっと本質的なところでは、現在進んでいるＩＴ関連技術の進展にはこれまでとは違った方向が見えるからです。すなわち、我々個人のレベルまで情報ネットワークを繋げようとする方向が顕著に見られ、実現すれば日常の生活にも大きな変化が現れると思われるのです。

情報の伝達手段としては、これまでもテレビに代表されるマスメディアが放送という形で個人の自宅（今や各人の部屋）まで入っていました。ただ、それは基本的には一方通行（一対多）です。しかし、ここで述べている「ＩＴ」は違います。個人のレベルまで張られたネットワークを通じて、情報のやりとりが可能となります。つまり、「双方向」で「多対多」というところがミソなのです。

ここで慌ててお断りしておきますが、この場でこのように説いている私自身は、情報工学の専門家でも、ＩＴのプロでもありません。専門は海の流れの研究で、情報技術については単なる利用者の一人にすぎませんので、上に述べたような論評も、利用者の視点から見た感想の域を超えるものではありません。

具体的に、私がどのようにＩＴを利用しているか述べてみましょう。研究活動においても、電子メール、インターネットは欠かすことができないものとなっています。実際、勤務先の研究所においても、わずかの時間でもネットワークに不具合が生じて電子メールの交換や他の研究機関などの情報源へのインターネット接続ができなくなると、即座にクレームが飛び交います。研究上の活用事例はここでは触れないことにして、日常生活のレベルでどのように使っているか、例をあげてみます。

まずは、航空券の予約。私は最近ほとんど旅行会社などで航空券を予約したり購入したりすることはなくなりました。インターネットで予約し、搭乗する当日、空港で直接搭乗券を入手します。銀行の振込みも、車の税金など特別な用紙があってそれを使う必要がある場合以外は、インターネットで行っています。窓口に行く必要がない上、営業時間外でも手続きが可能で重宝しています。少し前までは、インターネットのウェッブサイト（ホームページ）も単に情報を閲覧するだけという一方通行の情報が多かったのですが、このところセキュリティ技術（個人情報などを暗号化してやりとりし、第三者への漏洩を防ぐ技術）の向上によって、双方向のものが急速に増えています。自分の部屋が、銀行の窓口であり、旅行会社の予約カウンターになるという機能が、すでに実現しているのです。

実はこの原稿も、海外出張先で依頼の電子メールを受け取り、空き時間を見つけて執筆（もちろんワープロです）し、作成した文書のファイルを電子メールで送ったものです。出張先で新たな仕事ができることを幸いと思うかどうかは評価が分かれると思いますが、時間を有効に使うという意味では、大いにＩＴの恩恵にあずかっています。

さて、ＩＴ講習。受けてみる気持ちになってきましたでしょうか。銀行のＡＴＭも、初めて操作するときはなんだかよくわからず、係りの人に尋ねた経験があることと思います。みんなそうです。テレビなど家電製品は、たいていの人はマニュアルは適当にさっと見て、あれこれいじって操作を覚えますね。コンピューターも一緒です。せっかくの講習の機会ですから、ともかく操作してみて、わからない点は何でも聞いて、ＩＴの世界に触れていただければと思います。

マニュアルの巻頭を締めくくる言葉としては不適切この上ない気もしますが、あえて言うと、マニュアルを読んでもそれだけでは使えるようにはなりません。でも読んでください。読みながら操作して、ひととおり動かしてみることが肝要です。後から自分でやってみるとき、その時こそマニュアルは頼りになります。ご健闘を祈るとは申しません。気楽に遊びのつもりでやってみましょう。

